
１ みなとライ ン クラ のクリスマス

ーテ ーが１２月１０日に開 されます。 が

出 してきます。

２ 本日 時 事 を開 し、 年度の 計

を 認しました。

３ 一 が の に

しました。クラ から特 として

いを し上 ます。

・ より１２月の例 を しました。

　　元増 天文台 　 　　一

　 　

　本日 時 事 を開 し、前年度の 算

を 認していた きました。 のテー に

して りますので目を通してく さい。

　 　

「 」

１ １３ ６９により、 世 年

となります。変 になったのは 部

の のみで、現時点ではそれ の「 世

」を む の変 はご いません。各ク

ラ に いては を「 年 」に変

する かはクラ の に られます。

煙

　年次総会

煙 予

　

　１１月２９日　石川　健二

　１２月３日　対馬　健一

　１１月２７日　渡邊　順子

　１２月１日　山本由紀子
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２ １３ ５により「地 」の

が「地 」になりました。 が

「地 」に しましたが、

地 についてのみ されて ります

ので、それ の変 は必要ありません。

３ の変 は す クラ ・

に す きか これについては文

は当面見合わせることを く します。

　現 、手 要 を 中（日本 ）なので、

一 開された時にそれを ごと利用して

していた くのがよろしいかと います。

・ 見 での 動例 では 事長に

大変 世 になりました。　 中出会長

・予 していなかった に し

ました。　 対馬会員

・前年度の 算 が出 ました。 事

認ありがとうご いました。　 森（幹）会員

　前　 　　３２６００

　 　 　　 ２３０００

　累　計　　４０５，６００円

「ＩＳＯＮ彗星－大彗星か分裂か」

　元増 天文台 　山崎　　一 

－大彗星と －

　大彗星といえば「 レー彗星」を い か

る が いと いますが、１９６年の接近時は望

遠鏡で見える 度の明るさでした。本当に大彗

星といえる見え をしたのは、１９９６年の 彗

星（ １９９６ ２）と１９９７年の ー ・ ッ

彗星（ １９９５ Ｏ１）でしょう。

　 彗星は、明るさはそれほどではありませ

んでしたが尾の長さが０度にも達し、天空を彗

星が っていくような でした。しかし大

きく見えている期間が かったため、一 の

にはあまり が っていないようです。

　それにくら て ー ・ ッ 彗星は、尾の

長さは 彗星ほどではなかったのですがとて

も明るく、 合長い期間見ることができたため、

の にとどまっているようです。

　彗星を ックに を撮影するなどとい

うことができたのは、それらの彗星が大彗星

ったことの なのでしょう。

－ＩＳＯＮと －

　 際 光 ネット ーク（Ｉｔｅｒａｔｉｏ ａｌ

Ｓｉｅｔｉｉ Ｏ ｔｉａｌ Ｎｅｔ ｏｒｋＩＳＯＮ）の

です。

　 もに アや ー ッ を中 とした

・アマ の観測 ー で、ＩＳＯＮ彗星と

は、このグ ー が発見した彗星のことをいい

ます。

　観測 も ー ッ に く、 の大 は数カ

となっています。

－ＩＳＯＮ彗星（ Ｓ ）と －

　２０１２年９月２１日（世界時）、 ラ ー の

タリー・ネ ス ー（ ｉｔａｌｉ Ｎｅｖｓｋｉ）と

アのア ・ ク（ ｒｔｙｏ  Ｎ

ｏｖｉ ｏ ｏｋ）が、 際 光 ネット ークの

４０ 望遠鏡で発見しました。

　現 の彗星観測ではもっとも を上 てい

るグ ー で、特に暗い彗星の観測に活 して

います。

　 は２０１１年９月 １年ぶりの 彗星発見

となりました。発見時の彗星は１ 等でとても

暗いものでしたが、大型望遠鏡での観測で彗星

と確認されました。そのときのＩＳＯＮ彗星と

太陽までの は １０ ㎞です。

　ＩＳＯＮ彗星を発見した場 は、 ス
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ツク天文台（Ｋｉｓｌｏｖｏｄｓｋ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ）で、

発見した望遠鏡は小型のコンテナを利用した屋

根の開く格納庫に設置されています。

－天文界が大（空－から）騒ぎ！－

　発見された天体が、アメリカの小惑星セン

ターから未確認天体としてインターネット上で

発表されると、世界中で大きな注目を集めるこ

とになりました。

　２０１３年秋に彗星が太陽の表面をかすめるよう

に通り過ぎるという、特異な軌道が計算された

からです。

　その後、過去の観測からこの彗星の発見前の

姿が複数確認され、太陽に大接近することが現

実のものになりました。

－明るくなると予想されている理由－

・彗星の核が大きい（数㎞）

・彗星が太陽表面から１１６万㎞のところを通過

　（太陽直径は１４０万㎞）

・太陽をかすめていく彗星は「サングレイザー」

と呼ばれ、太陽に近づくほどその活動が活発

化

・サングレイザーとしては異例の大きさ

－今後のＩＳＯＮ彗星予想－

　太陽にもっとも近づく１１月２９日（日本時間）前

後には、明るさがマイナス等級に達する可能性

があります。しかしあまりに太陽に近いため、

前後数日間は地上からの観測は困難です。

　太陽に接近した彗星には、もうひとつの可能

性があります。通過の際に、太陽の熱で彗星本

体が分裂したり崩壊したりすることがあるので

す。はたしてＩＳＯＮ彗星はどのような運命を

たどるのでしょうか。

－彗星の光度予想－

　ＩＳＯＮ彗星は２０１３年の春頃から増光がにぶ

くなり、最初の予想のような明るさは期待でき

ないのではないかといわれはじめました。１１月

になってもそれは変わらなかったのですが、１３

日頃から急に増光し始めました。１５日には双眼

鏡でも見える５等級になり、１７日には４等級と

もいわれています。これは条件が良ければ肉眼

でも見えそうな明るさです。

　世界各地で撮影された彗星の画像でも、複雑

で見事な尾を見せるようになっています。

－ＩＳＯＮ彗星を見よう－

　近日点（太陽にもっとも近づく位置）を過ぎ

た彗星は、東の空に見えてきます。高度は日ご

とに高くなり、尾も長く伸びて見えやすくなる

でしょう。

　１２月下旬には日出前の東空、日没後の西空と

も見ることができるようになり、２７日には地球

に最接近しますが、すでに相当暗くなっている

でしょう。

　１１月２５日頃から１２月２日頃までは彗星が太陽

にきわめて近く、双眼鏡や望遠鏡での観測は特

に注意が必要です。

　大彗星になった場合（期待も込めて）、その観

測には双眼鏡がもっとも適しています。　望遠

鏡では彗星の一部しか見えず、長い尾を楽しむ

には適していません。肉眼でも良いのですが、

双眼鏡があればさらに楽に観測できるでしょう。

　ＩＳＯＮ彗星を撮影するには（大彗星になっ

た場合です…）カメラと三脚があれば可能です。

長時間露出と無限遠にピント合わせできるカメ

ラが手元にあれば、撮影に挑戦してみてはいか

がでしょうか。

　１１月２９日頃は彗星を見ることができませんが、

実は 星を利用することで見ることができるか

もしれません。太陽観測用のＳＯ Ｏ 星は、

時太陽 の画像を撮影して 開しています。

ＩＳＯＮ彗星が最も太陽に近づくときは、この
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星のカメラに るかもしれません。

　 は ｔｔ ｓｏ ｏ ａｓｏ ａ

ｓａ ｏｖ

－ を れ －

　ＩＳＯＮ彗星は明け に観測する ンスが

いのですが、この時期はとても え込みます。

見えるまでには時間がかかることも く、想像

より く じるものです。 は の

ものが必要です。

　またカメラなどの も、 ッテリーの

が 下したり動 しなくなったりすることもあ

りますので、事前のテストなどをして くと良

いでしょう。

　大彗星が見られますように期待して、これで

わります。

第19回　11月20日（水）　天候 / 雨
尉 尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉


